[image: image1.wmf]
　　　         　
特別支援教育実践シート（高等学校版）
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	学　校　名
	　　　　　
	

	学科
学年 ・ 組
	         　　　　　　　　　学科 
　　　　　年     　　組　
	

	eq \o\ad(\s\up9(ふりがな),名　　　前)
	
	

	記　入　者

職 氏 名
	①

②

③

④
	

	実施年月日
	平 成　　　年      　月　　　日
	


平成２２年１１月作成
宮崎県教育研修センター
「特別支援教育実践シート（高等学校版）」の使い方
　この特別支援教育実践シートは、高等学校に在籍する＜全般的な知的発達に遅れは感じられないが、学習面や行動面で著しい困難を抱えていて、学校生活を送るうえで“困っている生徒”＞について、高等学校の教職員が正しく理解し、適切な指導及び必要な支援を行うために使用します。

　これらの生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するためには、一人一人に応じた適切な指導、必要な支援を行うことが重要です。この指導、支援の内容を具体化したものが、個別の教育支援計画、個別の指導計画になります。本シートを基に個別の教育支援計画、個別の指導計画を作成し、一人一人の生徒のニーズに応じた特別支援教育を実践するために役立ててください。

　実態把握シート①～③は、気になる生徒に対して、学習面や行動面に著しい困難があるかどうか実態把握をするための一つの方法として使用するものです。ＬＤやＡＤＨＤ、高機能自閉症等の判断を学校が行うためのものではないことに留意してください。ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症等の判断は、医療機関を含む専門機関等との連携による詳細な実態把握が必要となります。

＜使用手順＞
	 (1)　まず、実態把握シート①～③を実施します。総合的な実態把握をするために、必ず３枚とも実施してください。記入に当たっては、気になる生徒のホームルーム担任及び関係の深い教職員が、数名で協議しながらシートに回答していきます。関係職員で共通理解を図り、客観的な評価を行う上で効果的です。この際、特別支援教育コーディネーターがリードし、関係教職員の理解を得るようにするとよいでしょう。

 (2)　各シートの上部に示されている【判断の基準】に基づいて記入します。

 (3)　実態把握シート④「気になる生徒の実態把握表」は、生徒の全体像を把握するために活用しま
す。ホームルーム担任が中心となって、保護者や関係教職員等と連携し作成してください。

 (4)　実態把握シート①～④を基にして、校内委員会やケース会議を開催し、適切な指導・支援につい
て検討します。必要に応じて、個別の教育支援計画、個別の指導計画を作成します。計画の作成に当たっては、個別の教育支援計画作成シート⑤、個別の指導計画作成シート⑥を活用してください。計画の作成には保護者の協力が欠かせません。保護者の理解がすぐには得られない場合でも、生徒の実態に合った支援を工夫しながら行い、保護者との信頼関係を深めていきましょう。

 (5)　校内委員会において、校外の専門機関との連携が必要と判断された場合には、特別支援教育コー
ディネーターが窓口となり、保護者の了解を得て、適切な専門機関に連携を依頼することになりま
す。この際、保護者とは情報交換を密にし、更に信頼関係の構築を心がけるようにしましょう。

 (6)　本シートの情報は大切な個人情報であるため、取扱いには細心の注意が必要です。

 (7)　巻末に各シートの様式がありますので、御利用ください。

	


＜高等学校版作成の経緯＞

	実態把握シート①～③は、文部科学省のチェックリストに基づいて宮崎県教育庁特別支援教育室が「特別支援教育推進体制モデル事業」で使用したものを、宮崎県教育研修センターがさらに改編したものが原版です。これを今回、高等学校の生徒用に改訂しました。文部科学省のチェックリストは、「小・中学校におけるＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症の児童生徒への教育支援体制の整備のためのガイドライン(試案）」（文部科学省　Ｈ１６）に掲載されていますので、参考にしてください。
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 課題解決のために見通しを立てたり、必要に応じてそれを修正したりすることが難しい。_





 分数や小数の操作や計算ができないことが多い。�

 簡単な四則計算の暗算ができず、筆算で解こうとする。�

 表やグラフから数量の関係性を理解することが難しい。�

 文章題を読み取り、論理的に考えることができない。�

 関数などの数量関係や法則の理解が難しい。�

 事物の因果関係を理解することが難しい。�

 数量を表す単位の理解や単位の変換が難しい。�

 図形の平行移動や回転など空間的な位置関係を把握することが難しい。�

 聞きもらしがある。�

 個別に言われると聞き取れるが集団場面では難しい。�

 指示の理解が難しいため、とまどったり行動が遅れたりする。B

（例　周囲を見て行動する。）









 文字式の意味がわからない。j

計

算

す

る

学習面に関する困難を調べる項目

【判断の基準】

・全般的な知的発達の遅れのある場合は、調査の対象から除く。

・「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推論する」の６領域に各５問ずつ、計３０項目から

　構成される。

・４段階で回答する。（ない・・・０点　まれにある・・・１点　ときどきある・・・２点

　よくある・・・３点）

・領域ごとに合計点数を出し、

１２ポイントの領域が一つでもあれば

、その領域の「聞く」「話す」「読

　む」「書く」「計算する」「推論する」のいずれかに著しい困難を示すと考えられる。

質　問　項　目

 話合いが難しい。(例　話の流れが理解できず、ついていけない。)�

聞

く

 聞きまちがいがある。(例　「知った」を「行った」と聞きまちがえる。)�

書

く





 漢字やアルファベットが正確に書けなかったり、左右反転したりする。B

 板書を写す際に、行をとばして写したり、極端に時間がかかったりする。�

 文中の語句や行を読みとばしてしまったり、または繰り返し読んだりする。�

 助詞や文末の読み違いをする。(例　「は」を「わ」、「いきました」を「いました」。)_

 句読点が抜けたり、適切な場所に打つことが難しかったりする。�

 英単語を読み間違えたり、英文をまとまりごとに読みあげることが難しい。�

 文章の要点を正しく読み取ることが難しい。（例　指示語の指す意味がわからない）�





話

す

読

む

 自分の伝えたい内容を文章にすることが苦手である。�

 (例　作文の量が限られている。パターン化された文章を書く。)�

 読みにくい字を書く。(例　字の大きさや形が揃っていない。まっすぐに書けていない。)_

〈実態把握シート�@〉　

推

論

す

る

 話すときの抑揚や速さ、声の大きさなどが不自然である。�

 適切な言葉を見つけられなかったり言葉に詰まったりする。�

 単語を羅列するなど、短い文で内容的に乏しい話をする。�

 思いつくまま話すなど、筋道を立てて話をすることが難しい。B

 助詞の誤りなど文法上のまちがいが多い。�

 似ている形の文字や漢字、定規の目盛りなどを読み間違える。B

 （例　く・つ、テ・チ、開・閉、森・林、６・９）S


実態把握シート④「気になる生徒の実態把握表」の記入の仕方 
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 常識的な判断やルールの理解が難しいことがある。�

行動面に関する困難を調べる項目（対人関係・コミュニケーション・こだわり）

 独り言を言ったり、場面に関係なく、突然、声を出したりする。�

 声の高さが高すぎたり、大きすぎたりする。ﾖ

 特定の分野においては非常に精通しており、友達から一目置かれている。�

 その場の雰囲気や相手の感情、立場が理解できない。�

 他人と気持ちを共有することや共感することが難しい。�

 同年齢の友達と過ごすより、大人や自分より年下の生徒と過ごしたがる。�

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

 身振りや視線、表情などの非言語的なコミュニケーションでのやりとりが苦手である。�

 手先が不器用であったり、動作が不自然でぎこちなかったりすることがある。j





 自分なりの独特な日課や手順があり、変更や変化を嫌がる。B

 意図的でなく、同じ行動を反復的に繰り返す。�

（例　首をひねる。手をヒラヒラさせる。）

 知識は豊富だが、丸暗記で意味を正しく理解できていない。B

 とても得意なことがある一方で、極端に不得手なものがある。�

 特定の事物やその物の一部分に執着がある。�

 興味・関心の幅が狭く、興味のないものは受け付けない。�

 集団での活動の際、友達と協力して活動することが難しい。B

 空想の世界をイメージして浸ることがあり、現実との切り替えが難しい。�

そ

の

他

【判断の基準】

・全般的な知的発達に遅れのある場合は調査の対象から除く。

・「対人関係」「コミュニケーション」「興味関心・こだわり」等に関する、計２７項目から構成さ

　れる。

・３段階で回答する。（いいえ・・・０点　　多少・・・１点　　はい・・・２点）

・該当する項目の合計が

２２ポイント以上であれば、

「対人関係」「コミュニケーション」「興味関

  心・こだわり」等の問題を著しく示すと考えられる。

興

味

関

心

・

こ

だ

わ

り

質　問　項　目

 自分が非難されることに対し過剰に反応し、自分の非を認めようとしない。�

 仲のよい友達が少なく、限られている。B

 友達と仲良くしたいという気持ちはあるが、友人関係をうまく築けない。�

 友達と言い争いをしたり、集団から孤立したりなど学校生活でのトラブルがある。j

 自分で言葉を組み合わせて、周囲に理解できないような使い方をすることがある。j

対

人

関

係

〈実態把握シート�B〉

 特定のことに強くこだわるあまり、簡単な日常の行動がとれなくなることがある。j

 視線を合わせない、または視線をどこに向ければよいか分からない様子が見られる。�

 場面によって、その場にふさわしい立ち居振る舞いがとれない。�

 （例　教師と面談中に平気であくびや背伸びをする。）�

 会話の仕方が形式的で、抑揚なく話したり間合いがとれなかったりすることがある。�

 冗談や皮肉が理解できずに字義通りに受けとめてしまう。ｭ


１　シートの目的
「気になる生徒の実態把握表」は、生徒のつまずきや長所、教師が指導上困っている点を整理し、それをもとに教職員間で話し合うためのワークシートです。生徒にとって望ましい指導と支援体制について検討し、一人一人のニーズに合った個別の教育支援計画、個別の指導計画を作成していくために活用してください。なお、このワークシートは整理の視点を提供するもので、全ての欄に記入する必要はありません。書きやすいところから記入してもかまいません。
２　記入の手順
●STEP１：生徒のここが気になる・困っているのではないかと思うこと　　　　　　　　　　　　　　　
教師が指導上苦慮し、困っていることを記入します。生徒側のつまずきや問題ではない場合もありますが、指導に当たる教師が「指導が難しい、うまくいかない」 と感じたり、「なぜだろう？」と疑問に思ったりすることが「気づき」であり、支援への大事なスタートです。 
●STEP２：生徒の長所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
生徒の長所、強みと思われるところを記入します。生徒を一面的でなく多面的に捉えることは、問題解決への糸口をつかみ、将来の望ましい進路を考えていく上でも大切なことです。また、今後、支援の手立てを検討する際の重要な手がかりともなります。
●STEP３：中学校や前学年の様子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
生徒が示している困難さや気になる行動は最近のことなのか、あるいは、中学校や前の学年から長期間継続していることなのかを把握します。このことは、問題の背景や性質を知る上でも重要です。中学校からの引継ぎや前担任からの情報を可能な限り集めましょう。
●STEP４：医療機関・相談機関等の情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
これまでに、医療機関や相談機関等にかかっていれば、その情報を整理します。保護者の了解のもと、医療機関等から正確な情報を得る必要がある場合もあります。　
●STEP５：保護者の願い・生徒の希望・声　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
保護者が心配されていること、希望されていることなどを整理します。そして、生徒自身が表現する言葉や感じていることを書き込みます。支援の対象である生徒自身の気持ちや望んでいることを教師が理解しているかどうかが、大切なポイントとなります。
●STEP６：生徒の様子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
実態把握シート①～③の結果やそこで得られた情報を記入します。さらに、各教科や実習等における学習の状況、学校生活の状況、家庭や地域における生活の状況などを把握します。一人の生徒を様々な角度から捉え多面的に把握するようにします。また、高等学校段階においては、生徒の多様な心理的側面や二次的な障がいの可能性にも留意して実態を把握することが必要です。
●STEP７：これまで行ってきた指導・支援や配慮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教師がこれまでに行ってきた指導や支援、実態に応じて配慮してきたことについて記入します。どのような状況に対し、誰がどのように指導・支援を行い、その結果がどうなっているかを具体的に出し合います。これまでの指導・支援を整理することにより、どのような指導が効果的か、今後必要な支援は何か考察することができます。
※　このシートは、国立特殊教育総合研究所著作『ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症の子どもの指導ガイド』東洋館出版社、2005の「子どもと教師のための支援シート」をベースに一部改変し、「気になる生徒の実態把握表」の高等学校版として作成したものです。
　＜実態把握シート ④＞　
「気になる生徒の実態把握表」 
記入日　　年　　月　　日
	学科　 学年 ・ 組
	
	氏　名
	

	 STEP１：生徒のここが気になる・困っているのではないかと思うこと（気付きを大切に）



	 STEP２：生徒の長所（解決の糸口として）



	


	STEP３：中学校や前学年の様子
	
	STEP４：医療機関・相談機関
	
	STEP５：保護者の願い
生徒保護者の希望・声

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


	STEP６：生徒の様子（多面的な実態把握）
	STEP７：これまでの指導・支援や配慮
　　　　　　（対応の振り返り・見直し）

	学習の状況（ノートや課題の状況も参考に）

	・実態把握シート①の結果
・学科や各教科における成績、授業中の態度
・得意・不得意の状況
・実習での状況
・課題の提出状況       等
	

	学校生活の状況（生活行動面や友人関係）

	・実態把握シート②③の結果
・行動面、生活面での特徴
・部活動・サークルへの参加状況
・保健室やカウンセラーの利用状況
・友達関係　　
・欠席の状況　　等
	

	家庭や地域における生活の状況

	・生活の習慣
・家庭での役割
・余暇の過ごし方　　　等
	


個別の教育支援計画作成シート⑤　利用の仕方　　
　実態把握シート①～④を記入することにより、指導・支援の必要性を確認した生徒について、校内委員会を開催し、どのような指導・支援が必要か校内委員会としての方向性を検討します。さらに、対象となる生徒の保護者や校外の専門機関等と連携を図り、一貫した支援を行うための支援会議を招集し「個別の教育支援計画」を作成したり、校内の指導・支援の計画である「個別の指導計画」を作成したりします。
１　個別の教育支援計画とは
個別の教育支援計画とは、障がいのある生徒にかかわる様々な関係者（教育、医療、福祉等の関係機関の関係者、保護者等）が生徒の障がいの状態等にかかわる情報を共有し、教育的支援の目標や内容、関係者の役割分担などについて、計画を作成するものです。
高等学校を卒業した後のことを視野に入れて、長期的な支援の方針を在学中から検討し卒業後につないでいくことも重要です。この内容を計画としてまとめたものを、個別の移行支援計画と呼びます。卒業後の関係者に支援の方針がスムーズに引き継がれることにより、豊かな社会生活の実現を目指していくことができます。
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 実験や発表等で自分の順番を待つ間、我慢することが難しい。�

 少しのことでかっとなり、自分を抑えられない。�

 テスト等で細部への注意を払わなかったり、ケアレスミスをする。�

質　問　項　目

 学習課題や活動に集中して取り組み続けることが難しい。�

 日々の活動で指示されたことを忘れたり、約束を守れなかったりすることがある。�

 着席している時に、手足をそわそわ動かしたり手遊びをしたりしている。�





 気が散りやすく、課題を最後までやり遂げられない。�

衝

動

性

不

注

意

行動面に関する困難を調べる項目　(「不注意」，「多動性ー衝動性」)

多

動

性

 授業中にぼんやりとしていることが多く、聞いていないようにみえる。�

 指示に従えないことがあり、従っても最後までやり遂げることが難しい。�

 学習課題や活動を順序立てて、計画的に行うことが難しい。�

 集中して努力を要する課題を避ける。（例　レポートの提出が難しい。）�

 忘れ物や紛失物が多く、持ち物の管理や整理整頓が苦手である。�

〈実態把握シート�A〉　

多

動

性

・

衝

動

性

 授業中や座っているべき時にさしたる理由もなく席を離れる。�

 静かにするべき場面で、勝手に発言したり、独り言を言ったりする。�

 落ち着いて友達と過ごしたり遊んだりすることができない。�

 常にじっとしていない。何かに駆り立てられるように活動する。�

 過度にしゃべる。�

 質問が終わらないうちに話し始めたり、人の話をさえぎったりする。�

対象となる生徒の個別の教育支援計画が、小学校又は中学校在学中に既に作成されている場合には、その内容を引き継ぎ、適宜、見直していきます。高等学校で新たに作成する場合は、以下の手順に沿って作成していきます。
２　個別の教育支援計画作成の手順
　●STEP１：生徒や保護者の願い・希望　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 
実態把握シート④で書き出した、現在、将来に向けての保護者の願い、生徒の希望等を書き写します。その際、どのような実態を踏まえて、その願いや希望が挙げられているのかを確認します。その結果、生徒の教育的ニーズが明確になってきます。
●STEP２：支援目標の設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
校内委員会において、本人・保護者の願いや希望を確認した上で、適切な支援を行うための支援の目標を検討し、設定します。その際、前もって本人、保護者との共通理解を図っておくことが重要です。また、支援の内容に応じて連携が必要な関係機関の検討も行います。
●STEP３：具体的な支援内容・支援機関（担当者）の明確化（支援会議の設定）　　　　　　　　　　　
特別支援教育コーディネーターが各関係機関と連絡・調整を行い支援会議を開催します。全員が一堂に会せない場合もありますから、参加できなかった関係機関との持ち回り協議等を行い、支援内容を明確にしていきます。保護者には、支援者の一員としての役割を理解してもらい、内容を更新する度に了解をもらうことも重要です。
●STEP４：支援の実施と評価、見直し、引継及び確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
特別支援教育コーディネーターが連絡、調整を行い、各関係機関の支援の評価、見直し、年度末の引継を行います。
※　作成の詳しい手順は、「特別支援教育コーディネーターハンドブック」（平成２１年３月宮崎県教育委員会特別
支援教育室作成）をご覧ください。
個別の教育支援計画作成シート⑤
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	STEP４：支援の実施と評価、見直し、引継及び確認
作成日　　　　　　　　平成　　　　年　　　　月　　　　日〈新規・更新　　　　回目〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○高等学校長　　 ○　○　○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成担当者　　        ○　○　○

	私は、以上の内容を了解し、確認しました。
　　　　　　　　　　　　　平成　　　　年　　　　　月　　　　　日　　　　　　　保護者氏名  ○　○　○


個別の指導計画作成シート⑥　利用の仕方
１　個別の指導計画とは
特別な教育的ニーズに応じた的確な指導や支援を行うためには、一人一人の生徒の実態を把握して、具体的にどのように指導・支援をしていけばよいかを検討し、校内の関係者で共通理解を図ることが必要です。この取組を明確に見える形にしたものが、「個別の指導計画」です。個別の指導計画は、特別な教育的支援を行うための、いわば指導の「設計図」と言えます。
そこで、特別な教育的支援が必要であると校内委員会で判断された生徒について、ケース会議を開き、本シート等を活用しつつ個別の指導計画を作成していきます。作成された個別の指導計画に基づいて、学校全体で組織的に指導・支援に取り組むように支援体制を整えることも重要です。
２　個別の指導計画作成の手順
●STEP１：長期目標の設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　
個別の教育支援計画の支援目標から、この１年間でどのような状態をめざすことが必要か、つけたい力などを明確にして、長期目標を設定します。長期目標は、本人の望む自分の姿であり、実現可能な目標とします。
●STEP２：実態把握　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　
実態把握シート④のSTEP６に記入した生徒の様子をこの欄に書き写します。その際、指導・支援の優先順位の高いものを検討し、並べ直しをします。
さらに、その内容について、生徒の状態や本人、保護者のニーズなど、あらゆる角度から情報を収集し、実態把握を行います。生徒について最もよく理解しているホームルーム担任が中心となり、特別支援教育コーディネーターと協力しながら、情報収集にあたり状況が明確になるようにしておきます。
●STEP３：短期目標の設定、指導・支援の手立て・留意点　　　　　　  　　　　　　　　　 　　　　　　
実態把握シート④のSTEP７で記入したこれまでの指導・支援や配慮を見直し、今後、どのような指導・支援が必要かを指導・支援の手立ての欄に記入します。また、その指導・支援を行うことによってどのような目標達成が可能かを短期目標の欄に記入します。このとき、どのような場合に目標が達成したとみなすか、具体的な評価の基準を明確にしておくことも重要です。
指導・支援の手だては、ケース会議で協議する教職員が生徒の実態について共通理解した上で検討していきます。検討するメンバー全員でアイディアを交換し、協議しながら、具体的な手立てをシートに記載していくことで負担感が少なく、作成していくことができます。
その際、誰がいつ、どの場面でどのように関わるのか、いつまでそのかかわりを続けるかを明確にすることで、教職員間の役割が整理され情報の共有もできます。また、この手立ての評価、改善をいつ行うか、その見通しも明らかにできます。
●STEP４：変容・評価　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　
個別の指導計画をもとに実践を行い、どのような変容があったかを記入します。計画が適切であったか、日々の実践と照らし合わせながら、評価を行います。目標は妥当であったか、指導内容、課題の順序や手立ての工夫は適切であったかなど、あらゆる面から評価を行い、必要に応じて計画の修正を行います。このような修正を繰り返した結果、個別の指導計画は完成していきます。さらに、校内委員会で最終的に評価を行い、次年度へ引き継ぐ重要な情報として活用します。
なかなか実践がうまくいかず指導の成果が現れにくい場合は、校内委員会やケース会議を開き、的確な指導・支援が実現されるように個別の指導計画の検討を重ねます。必要に応じて、地域の特別支援学校や専門家チームからの助言・援助を受けることもできます。
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＜様式＞個別の教育支援計画作成シート⑤
	ふりがな
生徒名
	
	性別
	担任名

	

	
	
	
	
	

	学校名

	
	学年

学科
	


	現在・
将来についての希望

	生
徒
	

	
	保
護
者
	


	支援の
目標
	


	支
援
の
内
容
	学　校
	家　庭
	支援機関（　　　　）
	支援機関（　　　　）

	
	
	
	
	

	評

価

と

課

題
	
	
	
	


	支
援
会
議
	日時
	参加者
	協議内容

	
	
	
	


	作成日　　　　　　　平成　　　　年　　　　月　　　　日〈新規・更新　　　　回目〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○高等学校長　　 ○　○　○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成担当者　　        ○　○　○


	私は、以上の内容を了解し、確認しました。
　　　　　　　　　　　　平成　　　　年　　　　　月　　　　　日　　　　　保護者氏名  ○ ○ ○
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STEP３：短期目標の設定、指導・支援の手立て・留意点、誰がいつ、どの場面で行うか
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